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小山町教育委員会



日本の学校改革①

時代の変容に応える教育

大量生産時代の終焉
AIに使われない、

AIを使う人づくり



日本の学校改革②

時代の変容に応える教育

高度情報化時代に生きる力のある人

〇大量の情報から、自分で選べる人
〇同調圧力に負けない人



小山町の学校改革①  
 

＜基本方針・目的＞

経済格差のない教育
地方格差のない教育

東京に負けない（広） 内容面
歩いて、行ける（狭） 環境面



小山町の学校改革②

主体的な改革の推進
⇒ 児童・生徒による
⇒ 教職員による
⇒ 地域による



小山町の学校改革③

時代のニーズに応える教育
必要となる『生きる力』は何か？

地域特性を活かした学び
学校規模を生かした学び

よさを生かした小山の教育の推進



小山町の学校改革は
学校の統廃合を進める
ものではありません

いまある学校の存続を
基本としています



なぜ、いま学校改革か？

平成27年度（2015） 10年前
小山中・・・214人
北郷中・・・158人
須走中・・・110人

令和７年度（2025） 現在
小山中・・・１４９人 （▼30.4％）
北郷中・・・１５８人 （±０％）
須走中・・・１０１人 （▼８．２％）



中学校区別生徒数比較

概ね、10年後予測
小山中・・・８６人
北郷中・・・９８人 ※現在の1歳児から
須走中・・・６８人  3歳児の人口計

 ※須走地区は転入生ありか？

令和７年度（2025） 現在
小山中・・・１４９人
北郷中・・・１５８人
須走中・・・１０１人



小学校区別児童数比較

令和７年度（2025）
成美小・・・１３２人
明倫小・・・１１５人
足柄小・・・ ７６人
北郷小・・・３４２人
須走小・・・１６２人

令和１４年度（2032）予定
成美小・・・ ８４人（14）
明倫小・・・ ５３人（９）
足柄小・・・ ３７人（６）
北郷小・・・２２８人（38）
須走小・・・１３４人（22）

＊カッコ内の人数・・・1学年あたりの予測人数

７年後（正確な予測が可能な年数）



（今から４年後）
北郷小・・・小1は、単学級

  新1年生が35人を切るため

（今から５年後）
足柄小・・・小２・小３は複式学級

２・３年合計16人を切るため

でも、学校は残したい…



でも、学校は残したい…

なぜ、学校を残したいのか

学校が残れば、地域が残る

※ 国交省の考察
2014年に発表された消滅可能性都市に関

する考察では、学校のある地域は、集落が
残りやすい。



学校があることの意義
教員人数：国の基準配当数

 中学校の先生の数
A 市   ２１人
人口 18000人 （１校）

小山町        ３７人
  人口 16860人 （３校）

＊ （ ）内は、中学校の数



＜身近な実例＞

山梨県南都留郡忍野村

人口：（2025年）9220人
（2015年）8968人

1980年は、6077人・・・45年前よりも、ほぼ1.5倍増

忍野村教育長

「下げ止まり現象です」
「山梨県唯一の自立持続可能性自治体です」

過去10年で252人の増加



なぜ忍野村は、山梨県唯一の
「自立持続可能性自治体」なのか？

〇 富士山観光圏としての安定した雇用
〇 山梨県内では、高い出生率
〇 富士吉田市などの近隣市町とのアクセス
〇 外国人居住者の増加 など

流出を抑え、若年世代の定住を目指す
より良い子育て環境・教育環境の構築



忍野村
（面積）約２５ｋ㎡
（人口）９２２０人

小山町
（面積）約１３５ｋ㎡ 
（人口）１６８００人



忍野村
（面積）約２５ｋ㎡
（人口）９２２０人

小山町北郷中校区
（面積）約４５ｋ㎡ 
（人口）５５５６人



中身の詰まった
魅力ある地域を目指したい

自立できる地域づくり

小・中学校を残して



地域が創る学校であり

地域を造る学校である

これからの時代は、改めて…



現 中学校区の成り立ち
小山中校区

（1912年・大正元年）小山町
（1955年・昭和30年）足柄村編入
北郷中校区
（1956年・昭和31年）北郷村⇒小山町
須走中校区
（1956年・昭和31年）須走村⇒小山町

※ ３中学校区制を守りたい



現３中学校区単位、
それぞれの地域の
発展が、小山町全
体の発展につながる



小中一貫校化のために

学校運営協議会の充実

地域の声を吸い上げて、
学校づくりにつなげる役割



北郷中校区

分離型小中一貫校化

令和9年時点では現状との
相違点はありません。
＊学校管理規則のみ変更となります。

次の状況の変容に向けた見
通しや準備を始める。



＜須走小中一貫（一体型）の具体例＞

須走小中一貫校設立検討会議

付属する専門部会

総務部会・・・開校準備／校名決定／渉外など

学校運営部会・・・制服／教育課程／特色

PTA部会・・・PTA規約／地域行事関連など

施設関係部会・・・施設改築全般



小山町の３中学校区の
 存続・発展  

 

小山町全体の活性化
 少子化に歯止めをかける



小山町における

ウエルビーイングの創出



富士山頂と金太郎のまち おやま

小中一貫教育の制度と
その流れについて

「ゴール」ではなく「スタート」



富士山頂と金太郎のまち おやま

小山中学校区・北郷中学校区は、

現在の校舎をそのまま使用します。

通学区や教職員の組織など「見た目」は変わりません。

しかし、教育の「中身」については、

◎６歳（小１）～15歳（中３）までの子供と子供

◎地域の皆様と子供

◎地域の皆様と学校

これらの結びつきをさらに強め、

教育をいっそう充実したものにするため、

「一貫教育」を進めていきます。



富士山頂と金太郎のまち おやま

小中連携教育と小中一貫教育
類型 要件

小
中
一
貫
教
育

義務教育学校

目指す子供像を共有し、
９年間を通じた教育課程（教育の中身と流れを示し
た計画）を編成
小・中学校の組織が一体化している

小中一貫型
小学校・中学校

目指す子供像を共有し、
９年間を通じた教育課程を編成
小・中学校は組織上独立している
併設型：設置者(自治体等)が同一
連携型：設置者(自治体等)が異なる

小中連携
教育

小・中学校の先生が互いに情報交換や交流を行う
これまでも
進めていた 継続性や地域全体への波及力に課題



富士山頂と金太郎のまち おやま

施設の設置パターン
分離型 隣接型 一体型

敷地が離れている
敷地が隣接している

同じ敷地だが、
校舎が離れている

同じ敷地で、
校舎が一体化している

小山中学校区
北郷中学校区
→使う校舎は
今と同じ

須走中学校区



富士山頂と金太郎のまち おやま

令和９年度～小山・北郷中学校区
小中一貫教育によって変わること・変わらないこと

変わること

・目指す子供像を共有する
・９年間を見通した教育内容を編成する
・学校管理規則に小中一貫校に関して追記

変わらない
こと

上記以外の内容
(例)校名、校長の人数、教職員の組織、

校舎、部活動、登下校、通学区 など

☆ゴールではなくスタート



富士山頂と金太郎のまち おやま

全国における小中一貫教育の導入状況
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富士山頂と金太郎のまち おやま

県内の一貫教育の導入状況

伊豆市立
土肥小中一貫校

川根本町
三ツ星学園
光の森学園

沼津市
全校実施

富士市
全校実施

静岡市
「静岡型小中一貫教育」
として小中学校117校が
43グループで実践

調査対象：自治体HP等で公開されて
いる情報によるもの

浜松市
浜松中部学園、庄内学園、

引佐北部小中学校
藤枝市
全校実施

東伊豆町
熱川地区設置検討

熱海市
泉小中学校

牧之原市
全校再編
２校予定

菊川市
全校実施

掛川市
全校実施

袋井市
全校実施

磐田市
全校実施

湖西市
答申により統
廃合または一
貫校で検案中

伊東市
宇佐美小中学校

河津町
かわち学園

南伊豆町
一貫教育実施の
答申発出済

(松崎町
連携型中高
一貫校)

島田市
教育方針で
の明文化



富士山頂と金太郎のまち おやま

広島県呉市が全国初の小中一貫教育を導入
(3小学校・1中学校 文科省研究開発学校)

2000(H12)

構造改革特別区域研究開発学校制度 創設
→2004(H16)年度 東京都品川区、2006(H18)年度 東京都三鷹市

 特区の取組開始 徐々に全国に広がる

2003(H15)

教育課程特例校制度 創設
→小中一貫教育導入のハードルが大きく引き下げられる

2008(H20)

小中一貫教育の導入の歴史①

導入のねらい
・学力と社会性の育成
・中1ギャップの解消
・自尊感情の向上



富士山頂と金太郎のまち おやま

10数年以上の蓄積……顕著な実績が明らかに
各自治体から取組の一層の高度化のために
正式な学校制度として法制化すべきとの要望

6月通常国会 改正学校教育法 成立
9年間の義務教育を一貫して行う新たな学校の

種類である「義務教育学校」の設置が可能に

2015(H17)

2016 (H28)年
4月1日 改正教育基本法 施行 法制化により全国的な広がりへ

小中一貫教育の導入の歴史②



富士山頂と金太郎のまち おやま

小中一貫教育の導入の歴史③
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富士山頂と金太郎のまち おやま

小中一貫教育の導入の歴史③
【学習面】
・勉強が好きと答える児童生徒が増えた（71％）
・全国学力・学習状況調査の結果が向上した（61％）

【生徒指導面】
・中学校への進学に不安を覚える児童が減少した（96％）
・上級生が下級生の手本になろうとする意識が高まった（94％）

【教職員の協働】
・小・中学校共通で実践する取組が増えた（98％）
・教員の教科指導力の向上につながった（87％）

※Ｈ２９調査において、公立学校で、「大きな成果が認められる」「成果が認められる」と回答した割合

小中一貫教育の導入状況調査(文部科学省 平成29年3月1日時点)



富士山頂と金太郎のまち おやま

小山町内における一貫教育に向けた流れ
令和４年度 北郷中学校区 小中一貫教育指定校

令和７年１月21日 小山町総合教育会議

……町内の小中学校を存続させるため小中一貫教育の方向性を確認

令和７年３月議会 ……小中一貫教育について説明

令和７年  5月21日 須走中学校区 地域説明会

令和７年  8月21日 区長会にて小山・北郷中学校区区長へ説明

令和７年  9～10月 各校訪問による説明

令和７年12月17日 北郷中学校区 地域説明会

令和７年12月18日 小山中学校区 地域説明会

令和９年度 町内全ての小中学校にて 小中一貫教育スタート



富士山頂と金太郎のまち おやま

ロードマップ

町教委

学校

地域連携

一貫教育に関する説明

学校間連携支援

カリキュラム改善

学校への伴走支援

カリキュラム検討

教員間・学校間連携の計画・実行・改善

連携行事等の計画・実行・改善連携行事等企画

学校運営協議会による教育活動の提言や改善

地域の教育資源を生かした教育活動の計画・実行・改善

2024(R6)年度

☆

ゴ

ー

ル

で

は

な

く

ス

タ

ー

ト

2025(R7)年度

2026
(R8)年度

2027
(R9)年度



富士山頂と金太郎のまち おやま

小中一貫教育が
ねらう教育的効果

“子どもがつながる、学びがつながる”



富士山頂と金太郎のまち おやま

小中一貫教育がねらう教育的効果

キーワード：「つながる」

①地域に学校を残す

②教育の質の安定と向上



富士山頂と金太郎のまち おやま

児童生徒数の減少がどのような問題を生むか

〇少子化により児童生徒数が減少する

→児童生徒数の減少により教員数が減少する

〇教科担任制が組めない

〇専門の教員配置が難しい

〇部活動が維持できない

〇行事や委員会活動が成立しにくい



富士山頂と金太郎のまち おやま

【連携の具体例】
●技能教科や理科など、中学校の
専門の先生が小学校に行って授
業をする(乗り入れ授業)

●行事や委員会活動等を小中合同
で行う(小学校同士・中学校同
士・学校と地域の連携も含む)

●様々な学年との関わりをもつこ
とで出会いや異年齢間の学びを
作り出す

ねらう教育的効果①地域に学校を残す

→地域に学校を残すための現実的な仕組みづくり



富士山頂と金太郎のまち おやま

【タテ：９年間の育ちを意識する】

◆生活面 ◆学習面

【ヨコ：連携の輪を広げる】

◆教員・学校連携 ◆地域連携

ねらう教育的効果②教育の質の安定と向上



富士山頂と金太郎のまち おやま

「中１でリセットされること」の問題点

それまで小学校のリーダーとして活躍していた６年生が、

中学校に入ったとたんに、様々な変化によって十分に力を発

揮できない状況が生まれやすいという指摘がある。

〇学校生活のルールや指導の違いへの不安

〇宿題や授業など、学習のルールや指導の違いへの不安

〇新入生となったことで活躍の機会が減少しやすい

★適切な情報交換と、課題に向き合い

安心して登校できる仕組みづくりが大切



富士山頂と金太郎のまち おやま

【タテの視点】による指導の質の向上の例

•生徒指導面では、小学生と中学生のそれ
ぞれのことを意識させながら、指導に一
貫性を持たせることで、子どもたちが自
立した行動をとれるように促すようにな
ります。
•学習面では、小学校と中学校の学習内容
のつながりを教員が意識し、ポイントを
押さえて指導するようになります。



富士山頂と金太郎のまち おやま

◎乗り入れ授業による効果（北郷中・理科教諭→北郷小５・６年生へ指導）

中学の授業を受けている中で、「小学校で

習った！」と思ったことが「ある」生徒

×

「理科が好き」と答えた生徒

中学の授業を受けている中で、「小学校で

習った！」と思ったことが「ない」生徒

×

「理科が好き」と答えた生徒

23％
多い



富士山頂と金太郎のまち おやま

【児童からの声】
Q 中学校から先生が来ていることでよかったことがあったら
教えてください。

Ａ ・理科の授業が分かりやすい。
・中学校のことを教えてくれた。
・理科の知識が多いことで、担任の先生の授業では、
教わらないことを教えてくれるので、来てくれてよかった
です。

・中学校で習うことを簡単に教えてくれる。

教科に対する興味・関心を向上させ、
学びを広く深いものに

◎乗り入れ授業による効果（北郷中・理科教諭→北郷小５・６年生へ指導）



富士山頂と金太郎のまち おやま

＜小中一貫教育における取組：先行事例＞
◆学校運営協議会で「育てたいこどもの姿」を共有し、
地域の思いや願いを新たな学校づくりに生かす

◆生活や学習のルールを小中で共有する

◆一貫教育の軸となる新教科等を創設する

◆小学校高学年における教科担任制、乗り入れ授業

◆小中合同の授業や行事、職員研修、会議

◆小中の教員が相互に授業参観を行う など

一貫教育は連携の「枠組み」→「なかみ」が大切
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成美小
明倫小
足柄小 宿泊行事

小規模校の良さを生かしつつ、
競い合いや出会いを創出する
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静岡新聞
（令和７年１２月２日）

小山町立中学校
３校合同交流会 小規模校の良さ

を生かしつつ、
競い合いや

出会いを
創出する
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小学校 朝運動
「アサフィット」

町内小学校の日課の共有
地域の教育的資源の活用
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